
調査 にお いて確 認 した

重要 な種 の確認 地 点図

改変 区域 との 重 ね 合 わせ に よ

り改変 区域 内 にお い て確認 さ

ていな い 種 iま消 失 しな い も

のと判 断 。

県内 及 び 島 内 に お

ける分 布 の 状 況 、

事業 実施 区 域 内外

の確 認 状 況 を考 慮

し、個 体 群 が 存 続

でき ない お そ れ の

程度 を予 測

改変 区域 で確 認 され 、 消 失 の お そ れ

があ る と考 え られ る重 要 な種 を抽 出

凸

国外、国内、沖縄県での分布状 況 を既 存文献

から把 握。また、石垣島 における分布 状況及

び個体数を既 存文献・ 平成元年 な ど過 去の調

査結果 、 当該事 業で行 った現地調査結 果な ど

から生育状 況を検討。

個体 数 の多 い種 、広 く分布

する種 は個 体群 が 存続 で き

ない お そ れ は小 さい も の と

判断。

事業 実施 区域周 辺 にお け る分布 状 況 を平 成

1 3・ 14・ 15 年度 調査結果 におけ る確認 個体

数か ら計数。

改変部内外で比較 を行 い、

改変区域外で多数確認 され

ている場合は個体群が存続

できないお それ は小 さい も

のと判断。

事業実施区域周辺の個体群の存続 に及 ぼす

環境影 響 が極 めて 小 さい とは判 断 され ない

場合は環境保全措置を検討。

評価へ

図－6．8．2（1） 予測 の流 れ （造 成等 の施 工 によ る一時 的 な影 響 ）
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